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金
滞
古
蹟
志
巻
三

に
相
成
。
右
は
犬
銀
御
土
誠
之
内
し
ら
ぺ
有
v
之
慮
、
銀
入
一
一
箱
紛
失

陀
依
り
て
也
。
翌
年
雨
入
共
知
行
被
=
召
放
一
居
屋
敷
被
=
取
揚
一
長
〈

一
類
へ
御
預
に
相
成
慮
、
秋
に
至
り
共
賊
露
瀬
し
、
雨
入
共
に
知
行
・

居
屋
敷
被
昌
返
下
一
御
小
勝
組
に
組
入
被
昌
仰
付
吋
と
あ
り
。
右
大
銀
御

土
磁
と
い
へ
る
も
の
‘
則
ち
獅
子
，
土
裁
の
事
た
り
と
聞
ゆ
。
関
屋
鋒

及
び
諸
問
僚
記
に
、
先
年
大
が
ね
奉
行
大
場
源
太
夫
・
宮
閑
踊
兵
衛
御

土
蔵
之
封
切
れ
、
共
上
大
分
御
か
ね
不
足
仕
、
吟
味
之
慮
申
課
群

立
、
雨
人
共
知
行
被
昌
召
放
一
一
一
親
中
へ
御
預
に
相
成
庭
、
四
・
五
年

相
立
、
黒
梅
橋
之
番
人
扶
持
人
大
工
平
丞
錠
取
段
白
紙
k
h
よ
び
、

公
事
場
に
於
て
生
胴
に
被
=
仰
付
一
大
場
・
宮
岡
爾
人
知
行
・
居
屋
敷
共

被
v
下
。
右
賊
千
丞
は
御
扶
持
人
大
工
故
‘
城
中
之
案
内
も
能
く
存

知
、
土
磁
へ
入
候
時
分
は
、
蓮
池
之
高
石
塩
水
戸
之
内
へ
入
、
一
日

水
戸
之
中
に
食
事
な
ど
持
参
罷
在
、
東
の
御
丸
石
垣
水
戸
よ
り
御
土

蔵
へ
入
、
封
切
、
合
鍵
を
以
て
明
け
、
か
ね
取
出
し
候
向
。
上
封
切

り
候
て
叉
紙
に
て
封
付
置
候
皆
白
紙
仕
る
よ
し
沙
汰
有
ν
之
。
と
あ

り
。
但
し
四
・
五
年
相
立
ち
賊
人
露
頴
の
言
上
書
は
、
年
暦
記
載
注
し

と
い
へ
ど
も
、
正
徳
の
宋
欺
事
保
の
初
頃
の
伺
害
た
る
べ
し
。

O
本
丸
・
束
丸
諸
櫓

披
中
櫓
等
名
目
並
に
員
数
、
貸
膳
焼
失
以
前
之
模
様
大
概
如
v
左
。
但

櫓
々
に
は
出
し
附
、
蛍
時
出
来
分
迄
出
し
数
相
調
。
御
本
丸
昔
之
塀

に
被
昌
仰
付
-
時
は
.
切
戸
口
出
し
数
茂
増
減
可
v
有
v
之
哉
。

本
丸
之
部

右
申
酉
御
格

左
戊
亥
御
櫓

三
拾
問
御
長
屋
績
御
櫓

薪
丸
下
口
御
櫓

東
丸
之
部

丑
寅
御
檎

中
御
櫓

辰
巳
御
檎
入
口
こ
っ
、
廊
下
出
し
五
つ
、
切
戸
口
九
つ
o
畑
側
聞

大
し
の
ぎ
角
中
御
棉

小
し
の
ぎ
角
中
御
櫓

同
線
御
檎
建
方
外
御
櫓
と
は
相
逮
。

右
の
如
〈
紀
殺
す
る
に
て
、
本
丸
・
束
，
丸
雨
曲
輸
の
檎
数
等
知
ら
れ

け
り
。
然
る
に
賓
暦
九
年
四
月
十
日
の
火
災
に
、
雨
曲
輸
の
檎
共
悉

〈
焼
亡
し
、
橋
義
の
み
磁
り
し
か
ど
‘
共
の
後
再
治
た
く
‘
途
に
駿

金
滞
古
股
志
巻
三

四

貸
暦
五
年
世
帯
府
固
目
附
衆
寧
問
の
答
帯
に
、

金
津
城
郭
廻
櫓
数
等
之
事

一
、
本
丸
申
酉
櫓上

之
重

笠

ク

所
一
問
問
方

二
重

下
之
霊

究
開
四
方

一
、
問
所
戊
亥
櫓上

之
茸

下
之
重
，

笠

ク

所

一
間
四
方

二
重

五
間
四
方

笠

ク

所

一
、
同
所
丑
寅
檎上

之
重

三
間
四
方

二
重

下
之
重

五
間
四
方

四

ク

所

一
、
同
所
中
櫓

但
阻
ク
所
共
三
間
五
間

一
、
同
所
建
坪

櫓
並
長
屋
門
之
建
坪

一
、
同
所
矢
狭
間

一
、
問
所
織
地
狭
間

右
は
本
丸
・
東
，
丸
岡
曲
輸
を
合
併
せ
し
檎
敏
也
。
金
城
深
秘
録
に
、
御

四

百

坪

六

拾

笠

同

藩
と
成
り
た
り
。
按
宇
る
に
.
利
常
卿
金
津
械
に
居
給
ふ
頃
は
、
本

丸
・
束
，
丸
の
櫓
よ
り
眺
援
し
給
ふ
事
度
々
あ
り
し
と
聞
ゆ
。
微
陽
岡

公
遺
事
に
大
坂
御
普
諦
の
時
、
本
多
安
島
守
・
横
山
山
城
守
奉
行
と

し
て
罷
越
し
1

相
仕
廻
罷
蹄
候
節
、
安
易
は
二
・
三
目
先
に
罷
蹄
り
、

直
に
登
城
せ
し
に
、
御
待
諦
御
丁
寧
之
御
料
理
被
v
下
。
山
城
守
は
夜

中
到
着
す
。
骨
F
迎
二
・
三
里
外
ま
で
使
者
・
飛
脚
参
り
続
き
、
乗
物
前

後
に
挑
燈
移
敷
持
運
ぴ
た
り
。
其
段
建
動
揺
-
候
哉
、
此
斡
御
櫓
よ
り

御
覧
被
v
遊
候
由
。
山
城
直
に
登
城
候
へ
ど
も
‘
御
馳
走
も
無
く
‘
御

目
見
も
不
v
被
-
-
仰
付
-
勝
一
宅
仕
た
り
。
山
城
儀
以
後
此
段
察
し
、
不
ν
隙
a

御
意
-
哉
と
奉
v
恐
候
由
。
と
見
ゆ
。
今
枝
直
方
筆
記
陀
一
式
ふ
。
一
冗
和
年

中
大
坂
御
普
鯖
の
刻
、
御
邸
中
行
は
横
山
山
城
守
長
知
な
り
。
或
人
の

田
〈
‘
或
夜
彼
妙
院
殿
本
丸
の
矢
倉
へ
第
v
登
給
ひ
‘
上
口
を
御
覧
有

る
底
に
、
挑
灯
移
し
く
寓
燈
の
如
く
見
h
け
れ
ば
、
近
習
の
衆
に
、

何
事
か
あ
る
ぞ
、
如
v
此
捗
敷
火
は
見
ゆ
る
ぞ
と
御
帯
也
。
今
日
は
山

城
大
坂
よ
り
御
普
請
を
仕
廻
罷
蹄
候
よ
し
承
候
。
定
而
共
迎
の
火
に

て
可
ν
有
為
座
-
と
申
上
げ
h
れ
ば
、
御
集
に
不
ν
入
鉢
に
て
有
り
し
が
.

何
と
も
御
意
も
た
〈
て
1

翌
日
山
城
罷
蹄
候
と
て
登
披
し
け
れ
ば
‘

定
め
て
御
前
へ
も
被
ロ
召
出
一
御
慣
の
御
意
に
て
あ
ら
め
と
各
存
候
底

五




